
ユ田官兵衛ゆかりの地めぐり・雀P着
若き官共衛が成主小寺政職に子のオ営ヒt記められ、伊1連としてイ士えたのヵ■「着城。
う`つ■の鍼の縄張り図t見乍●ヾら歩ヽヽ■当日寺の様子t感 じマみマくr_さぃ。
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黒田官兵衛ゆかりの地ぬぐり0雀P着
若き官共衛が城主小寺政職にそのオ能t記められ、仰1近としマ仕えすこのう離P着城。
う`つマの城の縄張り図を見ながい歩ヽヽマ当時の様チt感 じてみてくださヽ 。`
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点線部か 甥 rぉ r

天台宗に属し、円仁慈覚大師自ら本

尊β可弥陀女□来像を亥」み、建立された

寺で、往古は延暦寺の別院と称した

巨栄」であつたが天正の兵火でことごと

<焼失しました。その後衰微していた
が宝暦8年 6758年 )に本堂が再建さ
れ隆盛を取り戻しました。

お城の形をした姫路市役所御着支所

が建つ場所―帯が御着城 (茶臼山城、

天川城とも0乎ばれる)でした。赤松
氏の一族で西播磨最大の領主だった

小寺氏の本城。小寺政職にそのオ能

を認められた官兵衛は、家督を継くま

で御着城で政職の近習として仕えまし

た。御着城跡公園内には、黒田官兵

衛の顕彰碑が建立されています。

J卜 歴史,1名 〔ガし「・奮吉の軍自,・ 官■1〒の足跡

「

1■ わ ;
意一え
=う
.19

ざ ,ゎ く

１

１

リ ＼ヽ
■

~

「国分寺」信号を左折

(普通で神戸方面へ1駅4分 180円 ) … … 雀P着城麟 推定図

,ル11社

0 寺
黒田家廟所

ヽ

黒田官兵衛の祖父・重隆と生母・明石

氏を祀る廟所。先祖は、雀口着城主小

寺家に仕えた家老でした。かつて0
のあたりにあつた心光寺に葬られてい

たそうですが、後に官兵衛が二人の

縁のあるこの場所に建てたそうです。

ヽ .,       ■し_

雀β着城主小寺家三代とその家臣を

祀つています。毎年4月 29日 には黒田

家、小寺家、天川家の関係者が全国

から集まり、祖先慰霊の大祭も行わ

れています。

甲南タクシー 0120648419
城南タクシー 0792231181
膿

`Zア

ンー079-288-3223

は<ろタクシー 0120‐ 037-896

,臣路タクシー 0120118123

0徳
寺伝によると国分尼寺で、毘沙門池

の畔にあったといわれています。元は

真言宗でしたが、明応5年 (1496年 )

吾住尼妙法ガ通如上人の法話を聞き

真宗に帰依し、帰国後、国分寺村内
に寺を移転じ議 。現在地rLは小寺

政隆の子則職の時代に移卸 ま眈 。 キ_

皐農騒 2,鰤占T
みところ/黒田職隆廟、国府山城跡
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C)牛営LL 分寺
天平13年 (741年 )、 天皇の命令によつて真言
宗の寺院として再建された牛堂山国分寺は、
かつての国分寺の跡地区建立されたことが矢□ら
れています。阿門城の職いの後、毛利の大軍
が上月城を日んだため、電吉らは救援に赴い
たが、その際に乗吹 8U所勢ガ姫路城を陥れよ
うとしたため、官兵衛は急きょ姫路にヨlき返臥
国分寺は拠って撃乱 たと伝えられています。

榎は樹齢600年、700年とも言われ、
姫路市の保存樹に指定されています。
天正7年 6578年 )12月 羽柴秀吉の
軍勢が、御着城を守る城兵と戦ってき
た様子を眺めてきた榎といえます。大
榎の倶1に、庚申堂があります。
ここから南を見ると「火山」が見えま
す。この山は秀吉が御着城攻めの際
に陣を置いたところです。

■

0大 歳神
徒β着村の氏宮で、倉」立0寺期は不詳で

すが、国内神名帳に飾東郡吾馬負神
とあるのは大歳神社と言われていま
す。拝殿に天保、明治、大正以来奉
納の絵馬が数多<掲げられていて、
歴史絵巻を見るようです。

● 壇場にL古墳
壇場山古墳は、場山、上山、霞野
の千壺などとも呼ばれている5世紀
中頃の周濠を持つ前万後円墳です。
大きさは全長142.8m、 後円部の直
径は83mもあり、兵庫県下では神戸
市の五色塚古墳に次いで、篠山市
の雲部車塚古墳とともに第2位の大
きさです。

:1育ぶっと寄り道。1 :


